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はじめに

この書籍はサーティファイの「Webクリエイター能力認定試験エキスパート」公式テキストブック
です。Webサイト制作のもっとも基本となる (X)HTMLやCSSのスキルを中心に、実際にサイト
制作を行う上での基礎を身につけていただくことを目的としています。

『Webクリエイター能力認定試験（XHTML1.0対応版）スタンダード 公式テキストブック』の続編
として、「第2章  ビジュアルデザイン」、「第5章  動的コンテンツと動画」、「第6章  ユーザビリティ
とアクセシビリティ」、「第7章  サイト制作のワークフロー」を加えたほか、「Webクリエイター能
力認定試験エキスパート」の知識問題／実技問題それぞれのサンプル問題とその解説を収録し
ています。

さて、エキスパートという名称がついていますが、仕事としてWebサイト制作に関わっていくに
は、この書籍の内容を理解し、(X)HTMLやCSSのスキルを身につけただけでは十分ではありま
せん。

Webサイト、言い換えればスクリーンの向こうには、それを使う人がいます。セルフサービス的
に使うWebサイトだからこそ、ホスピタリティ（気配り、心配り）、つまり、ユーザーの気持ち
や使う状況を想像し、サイトに落とし込めるかどうかが重要です。

• 多くのWebサイトを閲覧し、一人のユーザーとして利用しながら、「こんなことができて便利

だ。楽しい！」、「ここが不便で面倒だ」などの体験を積み重ねる

• 実際のサイトを作成し、ユーザーの意見を聞いたり、アクセス解析のログなどのデータを見
ながら、仮説検証という意識をもってサイトをリファインしていく経験を踏む

 

上記を通して、スキル以外の部分も磨いていってください。

まずは、この書籍の内容をしっかりと身につけること。将来、Webサイト制作に関わる方はもち
ろん、それ以外の職種でも必ず役に立つでしょう。

みなさんのキャリアづくりに、本書がお役に立てれば幸いです。

2012年3月

鷹野 雅弘
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本書の使い方
第1章から第7章までで基本知識を身につけてください。第8章、第9章の「サンプル問題とその解説」に掲
載している問題を取り組んだら、サンプル問題解説で答え合わせをしながら、必要に応じて第1章から第7
章に戻りながら理解を深めてください。

凡例

HTML文書の基本構造 （骨格）

XHTML文書は、html要素の中にhead要素とbody要素で構成されています。

HTML/XHTML

 <div id="header"></div> 
 <div id="main"></div> 
 <div id="sub"></div> 
  <div id="footer"></div>

用語やメモ

見出し

ほかのページへの参照

DNS

ドメイン名とIPアドレスはDNS（Domain Name Server）により、マッピング（関連付け）が行われてい
ます。「IPアドレス」は、「000.000.000.000」の12桁の数字で構成されていますが、3桁に満たない場合
は、「61」のように、2桁（または1桁）で入力することができます。

CSS

#header, 
#main, 
#sub, 
#footer { 
 width: 840px; 
 margin: 0 auto; 
}

29 ページ 

「ファイル名の付け方」
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Webクリエイター能力認定試験とは？

Webクリエイター能力認定試験の概要
Webクリエイター能力認定試験は、Webページを制作するためのHTMLファイルのコーディング能力､ お
よび基本的なデザイン能力を有し､ Webサイトを構築するためのクリエイター能力を測定・評価する認定
試験です。

現役のWebクリエイターはもちろんのこと、Webディレクターやプログラマー、デザイナー、それらを目指
す学校や教育機関で学習されている皆様など、Webにかかわる全ての方々を対象としています。

主催

サーティファイ Web利用・技術認定委員会

認定基準

級区分 試験形式

エキスパート Webサイト制作に必要な知識と実践能力があり、Webサイトの制作ができる

スタンダード Web制作の基礎であるXHTML、CSSを理解し、ページの修正ができる

受験資格

学歴、年齢等に制限はありません。

合格基準

級区分 試験形式

エキスパート 知識問題と実技問題の合計得点において得点率65％以上

スタンダード 実技問題の得点において得点率65％以上

試験時間

級区分 試験形式

エキスパート

知識問題： 20分
実技問題： テキストエディター使用／ 120分
  Webページ作成ソフト使用／ 90分

スタンダード
実技問題： テキストエディター使用／ 90分
  Webページ作成ソフト使用／ 60分

サーティファイWeb利用・技術認定委員会では、メモ帳（Windows）とテキストエディット（Mac OS）のみを「テキ
ストエディター」として推奨しています。その他のソフトウェア（HTMLのスペルチェック機能や補完機能があるも
の）を使用する場合は、「Webページ作成ソフト」による受験となります。
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試験形式

級区分 試験形式

エキスパート
知識問題（多肢選択形式 /20問） 
実技問題

スタンダード 実技問題 のみ

出題形式

級
区
分

科
目

項
目 試験形式

エ
キ
ス
パ
ー
ト

知
識
問
題

内容 Webサイト制作に関する知識

形式 多肢選択形式

題数 設問20問

時間 20分

実
技
問
題

内容 XHTML、CSSファイルの作成、画像ファイルの作成

形式
配布された問題データおよび素材データに基づき、問題文の指示に従ってテ
キストエディターまたはWebページ作成ソフト、画像編集ソフトを使用して編
集を行い、解答データを提出する。

題数
1テーマ　（基本ページ1ページと5ページ程度のXHTMLファイルとCSSファ
イル、画像ファイル）

時間
テキストエディター使用：120分 
Webページ作成ソフト使用：90分

ス
タ
ン
ダ
ー
ド

実
技
問
題

内容 XHTML、CSSファイルの作成

形式
配布された問題データおよび素材データに基づき、問題文の指示に従ってテ
キストエディターまたはWebページ作成ソフトを使用して編集を行い、解答
データを提出する。

題数 1テーマ　（4ページ程度のXHTMLファイルとCSSファイル）

時間
テキストエディター使用：90分
Webページ作成ソフト使用：60分

試験の詳細や受験方法、受験料などの情報は、Webクリエイター能力認定試験オフィシャルサ
イトにてご確認ください。

http://www.sikaku.gr.jp/web/wc/
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Webクリエイター能力認定試験の出題範囲
最新の出題範囲はサーティファイのホームページをご覧ください。

科
目
単
元
項
目 主 な内容

スタンダード エキスパート

実技 実技 知識
Webデザインの基礎知識
ビジュアルデザインの技法

グリッドデザイン ●
縦横比（黄金比、白銀比） ●
グループ化、規則化 ●
シンメトリー ●

カラー

色の三原色 ●
HSB（色相・彩度・明度）：色の三属性 ●
カラースキーム ●
トーン ●
配色パターン ●

文字関連
ジャンプ率 ●
カーニング ●
禁則処理 ●

タイポグラフィ

ゴシック体と明朝体（セリフとサンセリフ） ●
Web Fonts ●
アンチエイリアス ●
ClearType ●

Webページ制作の前提知識
ファイル名
使ってよい文字

0-9、a-z、A-Z ●
ハイフン、アンダースコア ●

拡張子
html、htm ●

制作前の確認事項
サイトの構成
ファイル構成（ディレクトリー設計、ファイル名、キーワー
ド、title）

●

サイトマップ ●
お問い合わせ、プライバシーポリシー ●
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科
目
単
元
項
目 主 な内容

スタンダード エキスパート

実技 実技 知識
対象となるブラウザー
主要なブラウザーと最新バージョン ●
レンダリングエンジン、ベンダー ●

モニターサイズ（XGA、SXGAなど） ●
ドメイン

URLの仕組み ●
プロトコル ●

カラー

RGBとCMYK ●
Webのカラー指定 ●
16進数（HEXカラー）：3桁 /6桁 ●
Webセーフカラー ●

画像
Webで使われる画像形式
ビットマップ：GIF/JPEG/PNG ●
それぞれの特徴 ●
ベクトル：SWF/SVG ●

代替テキスト ●
動画、リッチコンテンツ
ファイル形式（よく使われているプラットフォーム、サービス）

FLV（Flash Video） ●
MOV（QuickTime） ●
WMV（Windows Media） ●
MPEG4 ●

ユーザビリティとアクセシビリティ

ユーザビリティ

フォントサイズ ●
リンク ●
Flash ●
検索性 ●
フォーム、EFO（フォーム最適化） ●
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科
目
単
元
項
目 主 な内容

スタンダード エキスパート

実技 実技 知識
アクセシビリティ

ガイドラインの種類（WCAG、WebJIS、WAI-ARIA） ●
画像への代替テキスト ●
音声コンテンツ、動画コンテンツへの配慮 ●
好ましくないマークアップ（「期　日」など） ●
検証方法：読み上げブラウザー、カラー・コントラスト・
アナライザー、Illustrator/Photoshop CS4以降のソフト
プルーフ（色の校正）

●

Webページ制作の基本知識
HTML/XHTML

要素、属性 ● ● ●
骨格（html要素=head要素＋body要素） ● ● ●
ドキュメントタイプ ● ● ●
XML宣言 ● ● ●
文字コード ● ● ●
ページタイトルの付け方 ● ● ●
トップページと下層ページ ● ● ●
meta要素（keyword/description） ●
マークアップ

主なブロックレベル要素①： 
見出し（h1-h6）、段落（p）、リスト（箇条書きリスト（ul/
li）、番号付きリスト（ol/li））、テーブル（基本（table/tr/
td）、見出しセル（th）)、フォーム（テキストボックス、テ
キストエリア、ボタン、label要素）、汎用要素（div、
span）、連絡先・著作権情報（address）

● ● ●

主なブロックレベル要素②： 
リスト（定義型リスト（dl/dt/dd））、テーブル（scope設定、
セルの結合）、フォーム（ラジオボタン、チェックボックスな
ど）、引用（blockquote）

● ●

主なインライン要素：a（リンク）、br、img、span ● ● ●
id/class：よく使うid/class属性の値 ● ● ●
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科
目
単
元
項
目 主 な内容

スタンダード エキスパート

実技 実技 知識
リンク

相対パス ● ● ●
絶対パス（サイトルートから） ● ● ●
target属性 ●
title属性 ● ● ●
メールアドレスへのリンク　（基本的には非推奨） ● ● ●
リンクチェック ● ● ●
画像内のリンク設定（クリッカブルマップ） ●

文字参照 ●
XHTML

XHTMLの記法 ● ● ●
CSS

基本
CSSのバージョン ● ● ●
CSSの構文（CSSルール、セレクター、宣言） ● ● ●
プロパティ ● ● ●
いろいろなセレクター：要素セレクター、クラスセレク
ター、idセレクター、子孫セレクター、その他（疑似クラ
ス、疑似要素）、

● ● ●

HTML/XHTMLへの適用方法（読み込み）：リンク、エン
ベッド、インライン、ショートハンド、メディアタイプ、文
字コードの指定

● ● ●

CSSの優先順位：読み込み順、!important、詳細度
（specificity）の計算方法

●

ボックスモデル：margin/padding/border、幅の計算 ● ● ●
CSSレイアウト
背景画像：繰り返し、位置指定 ● ● ●
画像の回り込み ● ● ●
マージンの相殺 ● ● ●
ボタン的に扱う ● ● ●
li要素の横並び ● ●
dl/dt/ddを表組みのように扱う ● ●
ブラウザーウィンドウ内で（のコンテンツ領域）の中央揃え ● ●
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科
目
単
元
項
目 主 な内容

スタンダード エキスパート

実技 実技 知識
フロートを使ったレイアウト①：フロートのクリア ● ● ●
フロートを使ったレイアウト②：ポジショニング ● ●
フロートを使ったレイアウト③：IE6用の対応 ●

文字に関する設定
フォント指定 ● ● ●
文字色 ● ● ●
文字サイズ ● ● ●
太字、斜体、正体 ● ● ●
中央揃え、右揃え ● ● ●
行間（行送り）：単位を付けない ● ● ●

リンク

a:link/a:visited/a:hover/a:active（記述する順番に注意） ● ● ●
リンクの下線の取り扱い ● ● ●

高度なCSS
リセットCSS ● ●
画像置換（CSS Sprite） ● ●
CSSシグネチャ（body要素にid/class属性を設定し、ペー
ジごとに異なるCSSを適用）

● ●

動的ページと動的コンテンツ
Flashの基礎知識 ●
swfの組み込み方法 ●
JavaScriptの基礎知識 ●
ロールオーバーイメージ ●

Webサイトの運用・保守・管理
バリデート ●
リンクチェック ●
ファイル転送 ●



第1章  基礎知識
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WebページはHTMLという言語で記述されています。これを表示するのがブラウザーです。ブラ
ウザーの基本操作やWebページの住所であるURLについて学びましょう。

1-1

ホームページとWebサイト

Internet Explorer などのブラウザーで表示されるページは「ホームページ」とよく呼ばれます
が、正確には、「Webページ」と呼びます。「Web」とはクモの巣のことですが、あるWebペー
ジから別のWebページへ接続するハイパーリンクがクモの巣のように世界中に張り巡らされて
いることから、ホームページのことをWWW（World Wide Web）と呼ぶことに由来しています。

マイナビのホームページを開くとマイナビに関するいろんなページがありますが、このマイナビ
のページ全部をまとめて「Webサイト」または「サイト」と呼びます。

　　　　　　

ホームページとは

「ホームページ」とは、本来の意味では2つのことを指しています。

ひとつは、Webページを見るためのブラウザー、例えば Internet Explorerを起動したときに
最初に開かれるページ。これは、ほかのWebサイトを閲覧していても、ツールバーの「ホーム」
ボタンで戻ってこられるページのことです。

そしてもうひとつは、各Webサイトのトップページのことです。マイナビのトップページがマイナ

ビのホームページ、Yahoo!のトップページがYahoo!のホームページということになります。

ブラウザーとソースコード

［ホーム］ボタン
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1

ブラウザーを起動する
Internet Explorerなどのブラウザーを起動してWebページを表示してみましょう。

Internet Explorerを起動するには、画面左下の［スタート］ボタンから、Internet Explorerの
アイコンをクリックします。Mac OSでは、DockのSafariアイコンをクリックします。

Webサイトにアクセスする

Webサイトを開きたい場合には、Internet ExplorerのアドレスバーにURLを入力します。URL
はWebサイトの住所に当たるものです。

マイナビのホームページを表示してみましょう。アドレスバーをクリックし、日本語入力をオフに
して「http://www.mynavi.jp/」を入力し、最後にqキーを押して確定します。

URL（ユーアールエル）

Uniform Resourse Locatorの略。最近は「URI」（Uniform Resourse Identifier）という言い方をする
こともあります。「http://」を省略して入力しても自動的に補完されます。

多くのブラウザーに用意されている検索窓にキーワードを入力して目的のWebサイトを探すこと
もよく行われます。

ソースコードをみてみよう

今表示されているWebページがどのように作られているのかを確認します。Webページの正体
ともいえる「ソースコード」を見てみましょう。Internet Explorerの［表示］メニューから［ソース］
をクリックします。
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Webページの内容が、テキストファイルとして表示されます。

このファイルでは日本語と欧文が混在しており、暗号のようになっています。中を見ると<html>
のように、括弧で囲った英単語や略語を見つけることができます。この括弧で囲ったものを“タ
グ”といい、文字列や文章にこのタグというマークを付けることで、文字列を装飾したり、文章
をレイアウトしたり、画像を貼り付けることができます。

Internet Explorerなどのブラウザーで見えていた画像は、このソースの中に「どこどこのフォル
ダーにある、この画像を、ここの箇所で表示させる」という指示が「タグ」を使って記述されてい
るのです。このタグで記述された全体を「ソースコード」と呼び、Internet Explorerなどのブラ
ウザーでこのソースを開くと、実際に画像やレイアウトが見えるしくみになっています。

すべてのWebページは、このタグで構成されているソースが正体です。また、タグはHTML言
語のルールにしたがって記述されており、このファイルを「HTMLファイル」と呼びます。つまり、
Webページを作成するためにはタグを記述するためのHTML言語を学ぶ必要があるのです。

ブラウザーの多様性
2012年1月時点での Internet Explorerの最新版は9.0ですが、その前は8.0、7.0というように
いくつかのバージョンがあります。ぱっと見た目には同じように見えますが、それぞれバージョ
ンによって、ソースを表現する仕方、つまり、表示結果が少しずつ異なります。

主なブラウザー

Internet Explorer以外にもSafari、Google Chrome、Firefox、Operaといったブラウザーの
種類があり、その種類やバージョンによっても表示結果が少しずつ異なります。さらに、Win-
dows以外にも Mac OSやUNIXなどの異なるOSでブラウザーを使っている環境の場合でも表
示結果が異なります。
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1

ブラウザー名 最新版 
（2012年3月）

開発元 レンダリング 
エンジン

備考

Internet Explorer 9.0 Microsoft Trident
現在、Mac OS版は
開発されていない

Safari 5.1.4 Apple

WebKit

Windows版もあり

Google Chrome 16.0 Google 2011年からバージョ
ンアップの期間が短く
なっているFirefox 11.0 Mozilla Gecko

Opera 11.6 Opera Presto

次の3要素によって、「同じソースコードであっても、ブラウザーによって表示の仕方が異なる」
ということをおさえておきましょう。

• 種類
• バージョン
• OS

ただし、どのブラウザーでも大部分は同じように表示されるため、ユーザーの閲覧や操作に支
障が出ることはほとんどありません。

そのほか、Webページを音声で読み上げてくれる「読み上げブラウザー」や、Webページを閲
覧することができる携帯電話、スマートフォン、タブレット端末もあります。

1月111111111111月月月月月月月

2005 2006 2007

5月

4月

4月

2004

11月

2003

6月

2002

9月

2001

11月

8.0
6月

9.0
10月

9.6

2.0
10月

3.0

8.0
10月

9.0

1.0
11月

1.5 
10月

2.0

1.0

1月

7.0

0.1

8月

7.0 7.1 7.2 8.1

6月 1月

［開発終了］
［配布終了］

［公式サポート終了］

5.2

6.0

8月

6.1

6月

6.0
11月

12月

5.1

(Phoenix) (Firebird)

7.0

2008

3月

3.1

3月

3月

8.0β
11月

9.0β

6月

3.0

2009

3月

4.0

3月

8.0
3月

9.0

3月

4.0
12月

9.0
3月

/11.0
1月

3.6/4.0β
7月6月

3.5

2010

6月

5.0
7月

5.1

9月

10.0
12月

11.0
12月

11.6

2011 2012

12月

1.0
3月

2.0/3.0
10月 12月

7.0/8.0
2月 12月

9.0/16.0

Internet Explorer
 (Mac)

3.0までは
Macのみ

Firefox

Netscape

Opera

Safari

Internet Explorer
 (Win)

Google Chrome

日本語版は延期
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ソースコードのしくみ

表示中のページを保存する（ソースの保存）

1. マイナビのホームページを開いた状態で、Internet Explorerの「ファイル」メニューから「名

前を付けて保存」をクリックします。

2. 「名前を付けて保存」ダイアログ
ボックスが表示されますので、
保存場所をデスクトップにして、
ファイルの種類が「Webペー
ジ、HTMLのみ」になっている
ことを確認し、ファイル名はそ
のままで保存します。

3. デスクトップに切り替えると、ファイルがひとつ作成されています。

4. このファイルを（ダブルクリックして Internet Explorerで）開くと、まったく

見た目が変わってしまうことが確認できます。
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1

Webページを表示するには、「GIFイメージ」、「JPEGイメージ」という画像ファイルや、「カスケー
ディングスタイルシート（CSS）」などがあります。HTMLファイルは、これらのファイルを参照す
るように記述しています。

HTML単体では、画像も表示されませんし、書式やレイアウトも保持されません。

WordやExcelとの違い

オフィスでよく使うWordやExcelでは、画像をファイルに埋め込むため、一度レイアウトしてし
まえば画像ファイルがなくても表示することができます。しかし、HTMLファイルはテキストデー
タのみで構成されており、画像ファイルの場所やファイル名の情報しか記述されていないため、
実際の画像ファイルがなくてはブラウザーで表示することができません。ここがWordやExcelで
作成していく過程と大きく異なります。

Webページ制作に必要な言語とコーディング
Webページを制作するには、主に、次の3つの言語を使用します。

HTML

HyperText Markup Languageの略で「マークアップ
言語」とよばれます。

「ここが見出し」「ここが本文」というようなことを記述し
たり、「ここに画像ファイルを表示」、「このスタイルシー
トファイルを適用」という参照情報を記述します。

CSS

Cascading Style Sheetsの略で、「スタイルシート言
語」です。文字の大きさや色などの書式や、レイアウト
情報を記述します。

JavaScript

JavaScript（ジャバ・スクリプト）はユーザーの操作に応じてなにかアクションをおこすといっ
た情報を記述します。JavaScriptはスクリプト言語のひとつで、プログラミング言語のJavaとは
まったく異なるものです。

それぞれの言語にはそれぞれのルールにのっとった記述をしていかなければなりません。これら
の言語を記述する作業を「コーディング作業」と呼びます。

構造
HTML

表現
CSS

ふるまい
JavaScript
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URLはプロトコル名、ホスト名、ドメイン名などで構成されています。基本的なしくみについて
把握しておきましょう。

1-2

ドメイン

アドレス（URL）のしくみ
マイナビのURLは「http://www.mynavi.jp/」です。このように、すべてのURLは「スキーム名
＋ホスト名＋ドメイン名」で構成されています。

http://www.mynavi.jp/
スキーム名 ホスト名 ドメイン名

事業所の案内には「http://www.mynavi.jp/company/office.html」というURLが与えられて
いますが、この「company/office.html」の部分は「パス名」と呼ばれます。ホストのファイルシ
ステム内でのファイル名あるいはディレクトリー名に対応します。

プロトコル

httpの部分はスキーム名と呼ばれ、主にプロトコル名が使用されます。

コンピュータの世界ではコンピュータ同士でデータのやり取りができるように共通の言葉や約束
事が決められています。この共通の言葉のことを「プロトコル」といいます。プロトコルは通信手
順、通信規約のことです。httpは、HyperText Transfer Protocol の略で、Webコンテンツをや
りとりするためのプロトコルです。

httpsは、「http」にセキュリティの「s」が付加されています。ブラウザーでクレジットカード番号
などを入力したものを送信する際などに、情報を暗号化して通信することができるプロトコルで
す。そのため、情報を保護することができます。「ftp」はファイル送受信用、「pop」、「smtp」は、
メール送受信用のプロトコルです。

プロトコル 用途

http HyperText Transfer Protocol Webブラウズ

https HyperText Transfer Protocol Security セキュリティ付Web

ftp File Transfer Protocol ファイル送受信

pop Post Office  Protocol メール受信

smtp Simple Mail Transfer  Protocol メール送信
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1

ホスト名
「www」の部分のことを、「ホスト」または「ホスト名」と呼びます。これは、Webページを構成し
ているHTMLファイルや、GIFやJPEGなどの画像ファイルを管理しているコンピュータの名前で
す。多くのホストサーバーでは、「www」という名前を付けています。

実際には複数のホストサーバーを持っている企業や、あえて「www」以外の名前をつけてい
る場合もあります。「http://job.mynavi.jp/」、「http://shingaku.mynavi.jp/」などの「job」、
「shingaku」などの部分をサブドメインと呼ぶことがあります。

サイト URL

総合トップ http://www.mynavi.jp/

学生向け就職情報サイト http://job.mynavi.jp/

大学・短期大学・専門学校への進学情報 http://shingaku.mynavi.jp/

転職・求人情報サイト http://tenshoku.mynavi.jp/

ドメイン／ IPアドレス

「www」に続く「mynavi.jp」や「abc.co.jp」の部分のことを「ドメイン」と呼びます。ドメインは、
ネットワークに接続しているコンピュータがどこに存在しているかを示すインターネットの中の
住所のようなものです。実際にはコンピュータを機械同士で認識できるように1台1台に割り当
てられているのは数字による番号です。これを、「IPアドレス」といいます。IPアドレスはもともと
32ビットの数値（ゼロから約43億）ですが、そのままでは人間が理解しづらいため、8ビットず
つ4つにわけ、それぞれを10進数で表記したものをドットで区切って表記します。

110000002進表記

10進表記

10101000 00000000 00000001
192 . . .168 0 1

IPアドレス

Internet Explorerのアドレスバーに「210.166.238.55」を入力すると、「http://www.mynavi.
jp/」を入力したときと同様、マイナビのWebサイトが開きます。本来、コンピュータを識別する
ために用いられているのは、この「IPアドレス」ですが、数字の羅列では、覚えにくい上に入力
ミスも生じやすいため、「IPアドレス」に対応したニックネーム（ドメイン）を使用しています。

DNS

ドメイン名とIPアドレスはDNS（Domain Name Server）により、マッピング（関連付け）が行われてい
ます。「IPアドレス」は、「000.000.000.000」の12桁の数字で構成されていますが、3桁に満たない場合
は、「61」のように、2桁（または1桁）で入力することができます。
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Webページを制作するために、HTML、CSS、JavaScriptなどの言語を使ってソースコードを記
述することを「コーディング」と呼びます。特に、HTML作業のコーディング作業は「マークアップ」
と呼ばれます。

1-3

コーディング

ハンドコーディング

HTMLをはじめ、コンピューター言語を記述する作業を「コーディング」と呼びます。コーディン
グには、ハンドコーディングとオーサリングソフトを利用する2つの方法があります。

ハンドコーディングは、テキストエディターなどを使って直接HTML言語を記述していく手法で
す。DreamweaverなどのWebオーサリングソフト（ホームページ作成ソフト）の補助に頼らず、
ソースコードを入力・編集します。

テキストエディター

文字のみの文書作成・編集を行うためのアプリケーションソフトを「テキストエディター」と呼び
ます。Windowsに付属する「メモ帳」や、Mac OS Xに付属する「テキストエディット」などがあ
ります。テキストエディターは基本的にレイアウトや文字飾りなどの機能は持っていません。

ソースコードのカラーリングやタグの補完機能など、OS付属のテキストエディターよりも高機能
なため、Windowsでは『秀丸』、Mac OSでは『Jedit』などがよく使われます。

OS 付属アプリ 無料アプリ 有料アプリ

Windows
メモ帳

ワードパッド
TeraPad 秀丸

Mac OS テキストエディット mi Jedit

ハンドコーディングに必要なもの

ハンドコーディングに必要なものは記述するための「テキストエディター」と、それを表示するた
めのブラウザーの2つです。サーバーに転送して確認する場合には「FTPクライアントソフト」が
必要です。

• テキストエディター  ………… HTML/CSS/JavaScriptなどのソースコードを記述する
• ブラウザー  ………………… 記述したHTML/CSS/JavaScriptを確認する
• FTPクライアントソフト …… HTML/CSS/JavaScriptをサーバーに転送する
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Webオーサリングソフトの利用
対して、もうひとつのコーディングの方法は、Webオーサリングソフトの利用です。Webオーサ
リングソフトとは、Webサイトの管理やWebページを制作をするソフトのことです。

Webオーサリングソフトには、Dreamweaver、ホームページ・ビ
ルダーなどのアプリケーションがあります。それぞれ、ワープロ感覚
でレイアウトを行うと、自動的にコーディングしてくれるというしく
みになっています。HTMLに詳しくない方でも、気軽にWebペー
ジが作れる、短時間で作成できるというメリットがあります。しか
し、そのWebオーサリングソフトを購入するための費用やバージョ
ンアップの費用が発生するというデメリットもあります。

Webオーサリングソフトによっては、そのソフトの流儀に従ってソー
スコードを書き換えてしまうこともあるため、Webオーサリングソフトの使いこなしにも、コー
ディングの知識が必要です。

ファイル名の付け方
Webで使用するファイルには、HTMLファイル、画像ファイル、CSSファイルなどがあります。こ
れらのWeb用のファイルには、ファイルの名前の付け方にルールがあることに留意しましょう。
たとえば、「profile.html」のように「ファイル名+ドット+拡張子」という組み合わせで構成します。

「jquery.min.js」のように、ファイル名内にドットを入れることも最近見かけます。

ファイル名 拡張子 ファイル名 拡張子

profile.html jQuery.min.js

さらに、ファイル名に使える文字の制限もあります。 必ず、半角英数字でファイル名を付けるの
が大原則です。アルファベットには大文字と小文字がありますが、Webの世界では、大文字と小
文字は同じスペルでも別ファイルと見なされます。

ファイル名の禁則

ファイル名に使えない文字や記号類は次の通りです。

•  ファイル名の先頭のドット、ハイフン（ - ）、アンダースコア（ _ ）

•  スペース

•  ハイフン、アンダースコア以外の記号類 
───特に「/」（スラッシュ）や「￥」（円マーク、バックスラッシュ）

•  漢字やひらがな、カタカナなどの全角文字
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拡張子
ファイル名のうち、「.（ドット）＋英数字」の部分が拡張子で
す。例えば、ファイル名が「pr05.html」ならば「.html」が
拡張子です。拡張子は、そのファイルの種類を示す3～ 4
文字の文字列で、ファイルの種類を示すのに使われます。
つまり、この拡張子を見るだけでそのファイルが何のファ
イルかを特定することができるわけです。

ブラウザーで表示ができるHTMLファイルの拡張子は2種
類あります。「.html」の4文字の拡張子と「.htm」の3文
字の拡張子です。どちらも同じく、HTMLファイルとして認
識される拡張子なので、どちらを使用しても問題ありませ
ん。しかし、ミスを防ぐためにも、サイト内では統一する
のがセオリーです。

Webで使用する画像ファイルの拡張子には、GIFファイル
の「.gif」、JPEGファイルの「.jpg」「.jpeg」、PNGファイル
の「.png」があります。そのほか、CSSファイルの拡張子は

「.css」、JavaScriptファイルの拡張子は「.js」です。

拡張子とアプリケーション

Windows、Mac OSとも、ダブルクリックで起動するときのアプリケーションは、拡張子ごとに“関連付
け”によって設定します。

拡張子 ファイル形式

.htm .html HTML

.gif GIF

.jpg .jpeg JPEG

.css CSS

.js JavaScript

.txt テキスト

.xls .xlsx Excel

.doc .docx Word

.psd Photoshop

.pdf PDF

.fla Flash

.swf Small Web Format

.flv Flash Video

［プロパティ］ウィンドウで［変更］ボタンをクリック
して、関連付けるアプリケーションを選択する
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コーディングをはじめる前にやっておきたい作業
特に画像ファイルを扱う際、拡張子を意識して作業することは必要不可欠です。

Windows、Mac OSともにデフォルトでは拡張子が表示されていませんので、表示されるように
変更しておきましょう。

Windows 7

1. ［スタート］ボタンから［コントロー
ルパネル］をクリックします。

2. ［コントロールパネル］の［デスク
トップのカスタマイズ］をクリックし
ます。

3. ［フォルダー オプション］をクリック

します。

4. ［フォルダー オプション］ウィンドウが開い

たら［表示］タブに切り替えます。

5. ［詳細設定］内をスクロールし、［登録され
ている拡張子は表示しない］のチェックを
オフにして、［OK］をクリックします。

Mac OS

1. Finderに切り替え、［Finder］メニューの［環境

設定］をクリックします。

2. ［Finder 環境設定］ダイアログボックスが開いた

ら、［詳細］タブに切り替えて、［すべてのファイ
ル名拡張子を表示］にチェックをつけます。
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